
向
け
、
サ
ー
ビ
ス
低
下
が
起
き
な

い
よ
う
、
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
で
き
る
よ
う
要
望
を
交
え
て

質
問
し
ま
し
た
。 

質
問 

今
年
度
実
施
の
訪
問
型
サ

ー
ビ
ス
「
結
」
の
実
施
状
況
は
。 

課
長 

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
該
当
者

の
み
利
用
。
要
支
援
者
は
な
し
。 

質
問 

通
所
型
サ
ー
ビ
ス
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
「
あ
ゆ
み
」、
ミ
ニ
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
「
よ
つ
ば
」
の
実
施
状
況
は
。 

課
長 

「
あ
ゆ
み
」
は
通
常
の
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
を
7
事
業
所
で
実
施
。

平
均
利
用
者
は
1
～
5
人
。「
よ
つ

ば
」
は
緩
和
し
た
事
業
と
し
て
5

ヵ
所
で
週
1
回
実
施
。
平
均
利
用

者
は
6
～
8
人
。
サ
ポ
ー
タ
ー
の
平

均 

医
療
保
険
改
定
で
入
院
期
間
が

短
縮
さ
れ
、
在
宅
介
護
を
必
要
と

す
る
方
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
所

得
の
少
な
い
高
齢
者
二
人
暮
ら
し

の
ご
夫
婦
な
ど
介
護
者
を
施
設
へ

入
所
さ
せ
た
ら
、
も
う
一
人
が
生

活
し
て
い
け
な
く
な
る
。
お
金
が

な
け
れ
ば
施
設
に
入
れ
な
い
状
況

等
、
入
所
し
な
く
て
も
低
年
金
受

給
者
等
は
家
計
を
切
り
詰
め
て
生

活
し
て
い
ま
す
。
病
院
入
院
中
の

紙
お
む
つ
は
医
療
費
控
除
対
象
で

す
が
、
在
宅
介
護
は
対
象
外
で
す
。 

在
宅
介
護
を
進
め
る
行
政
と
し

て
、
低
所
得
介
護
者
へ
の
経
済
的

負
担
軽
減
を
行
う
べ
き
と
の
考
え

か
ら
質
問
し
ま
し
た
。 

12 月議会 一般質問！  

質
問 

岡
谷
市
で
は
平
成
14

年
度

か
ら
、
所
得
制
限
な
ど
は
あ
る
が

要
介
護
3
～
5
認
定
者
に
対
し

て
お
む
つ
や
尿
と
り
パ
ッ
ト
等
の

介
護
用
品
購
入
費
用
へ
の
補
助
を

行
っ
て
い
る
。
低
所
得
介
護
者
へ

の
経
済
的
負
担
軽
減
と
し
て
、
辰

野
町
で
も
介
護
用
品
購
入
助
成
の

実
現
を
要
望
す
る
。 

課
長 

介
護
事 

業
で
は
考
え
て 

い
な
い
。
総
合 

的
福
祉
施
策
と 

し
て
考
え
て
行 

け
れ
ば
と
思
う
。 

 
 

 

た
場
合
、
速
や
か
に
窓
口
無
料
が

実
施
で
き
る
よ
う
要
望
し
質
問
し

ま
し
た
。 

質
問 

9
月
議
会
で
は
「
国
・
県

へ
機
会
が
あ
れ
ば
要
望
し
て
い
き

た
い
」
と
町
長
答
弁
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
の
後
、
機
会
が
あ
っ

た
の
か
、
要
望
を
届
け
て
い
た
だ

い
た
の
か
。 

町
長 

9
月
に
上
伊
那
広
域
連

合
長
名
で
県
議
会
へ
要
望
し
、
11

月
に
長
野
県
町
村
会
大
会
で
決
議

し
国
へ
届
け
た
。 

質
問 

窓
口
無
料
化
に
つ
い
て
医

師
会
や
近
隣
市
町
村
と
懇
談
す
る

こ
と
が
今
ま
で
あ
っ
た
か
。 

町
長 

医
師
会
と
は
行
っ
て
い
な
い
。

廃
止
が
決
ま
っ
た
ら
考
え
て
い
く
。 

課
長 

一
会
場
で
月
1
回
の
区

が
ほ
と
ん
ど
だ
が
、
複
数
会
場
や

複
数
回
数
で
実
施
し
て
い
る
区

も
あ
る
。
1
区
7
万
円
補
助
を

行
っ
て
い
る
。
来
年
度
か
ら
は
各

区
月
1
回
で
お
願
い
す
る
。
補

助
金
も
増
額
を
考
え
て
い
る
。 

質
問 

国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で

は
、
現
行
相
当
の
サ
ー
ビ
ス
に
加

え
て
緩
和
し
た
基
準
の
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
こ
と
と
あ
る
が
、

現
行
相
当
の
サ
ー
ビ
ス
と
は
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
「
あ
ゆ
み
」
訪

問
介
護
サ
ー
ビ
ス
で
は
「
A
サ

ー
ビ
ス
」
と
考
え
て
よ
い
の
か
。 

課
長 

そ
の
と
お
り
で
す
。 

質
問 

国
は
サ
ー
ビ
ス
低
下
が

起
き
な
い
よ
う
、
多
様
な
サ
ー
ビ

ス
が
で
き
る
よ
う
実
施
猶
予
期

間
を
2
年
間
設
け
て
い
る
。
辰

野
町
は
、
な
ぜ
28
年
度
完
全
実
施

す
る
の
か
。
利
用
者
・
委
託
事
業

所
・
サ
ポ
ー
タ
ー
の
声
を
聞
き
、

検
討
し
、
町
の
責
任
で
よ
り
良
い

サ
ー
ビ
ス
が
で
き
る
よ
う
、
計
画

よ
り
一
年
先
の
平
成
29

年
度
実

施
を
要
望
す
る
。 

課
長 

本
来
は
今
年
度
実
施
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
る
。

第
7
期
の
策
定
に
実
績
数
字
が

把
握
で
き
る
。 

均
参
加
者
数
は
2
～
3
人
。 

質
問 

「
あ
ゆ
み
」
と
「
よ
つ
ば
」 

の
大
き
な
違
い
は
、
サ
ー
ビ
ス
提

供
者
が
介
護
事
業
所
職
員
と
町
民

主
体
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
る
と

い
う
こ
と
だ
と
思
う
が
、
現
在
実

施
し
て
い
る
「
よ
つ
ば
」
の
委
託

事
業
所
に
よ
っ
て
、
時
間
・
内
容
・

サ
ポ
ー
タ
ー
へ
の
補
助
等
事
業
所

が
自
由
に
決
め
ら
れ
る
と
の
こ
と

で
違
い
が
出
て
き
て
い
る
。
町
と

し
て
一
定
の
基
準
を
決
め
量
的
・

質
的
に
従
来
の
サ
ー
ビ
ス
と
変
わ

ら
な
い
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
る
よ

う
、
サ
ポ
ー
タ
ー
に
気
持
ち
よ
く

参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
事
業

所
任
せ
で
は
な
く
町
が
責
任
を
持

ち
、
基
準
を
決
め
て
欲
し
い
。 

課
長 

町
が
責
任
を
持
ち
、
今
後

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
っ
て
い
く
。
事 

 

子
ど
も
の
医
療
費
窓
口
無
料
は

現
在
も
多
く
の
み
な
さ
ん
の
要
望

が
続
い
て
い
ま
す
。
私
は
6
・
9

月
議
会
で
子
ど
も
・
障
が
い
者
等

の
福
祉
医
療
費
の
窓
口
無
料
を
要

望
し
て
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、

国
で
は
今
年
度
中
に
も
措
置
見
直

し
に
つ
い
て
結
論
を
出
す
考
え
を

明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
多
く
の
国

民
や
自
治
体
の
国
庫
負
担
金
の
減

額
措
置
（
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
）
廃
止

を
求
め
る
声
が
国
を
動
か
そ
う
と

し
て
い
ま
す
。
町
と
し
て
の
福
祉

医
療
費
の
窓
口
無
料
に
向
け
た
取

り
組
み
状
況
を
聞
き
、
町
独
自
の

子
育
て
支
援
と
し
て
早
急
に
実
施

し
て
ほ
し
い
と
要
望
す
る
と
と
も

に
、
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
が
廃
止
さ
れ

た 
業
所
に
任
せ
る
こ
と
は
な
い
。 

質
問 

介
護
予
防
高
齢
者
生
活
支

援
サ
ポ
ー
タ
ー
の
役
割
と
現
在
の

登
録
者
数
は
。 

課
長 

役
割
は
、
委
託
事
業
所
の 

指
示
で
事
業
所
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

こ
と
。
登
録
者
数
は
98
人
。 

質
問 

委
託
事
業
所
及
び
サ
ポ
ー

タ
ー
と
事
業
に
お
け
る
報
告
や
話

し
合
い
は
持
た
れ
て
い
る
の
か
。 

課
長 

事
業
所
と
は
3
～
4
回
、

サ
ポ
ー
タ
ー
は
研
修
時
に
1
回

行
っ
た
。 

質
問 

現
在
各
区
に
て
、
65
歳
以

上
の
方
を
対
象
に
地
区
介
護
予
防

事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
実
施

状
況
及
び
補
助
金
の
額
は
。
ま
た
、

区
に
よ
っ
て
は
区
費
よ
り
支
出
し

て
事
業
を
行
っ
て
い
る
と
聞
い
て

い
る
。
補
助
金
の
増
額
の
考
え
は
。 

「よつば」赤羽会場でお手玉を作成 
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新年 あけまして おめでとうございます 
昨年中は、大きなご支援･ご協力をいただきありがとうございました。 

今年は日本の針路を決める参議院選挙の年です。 

一人一人が大切にされる政治を目指して活動してまいります。 

引き続きのご支援・ご協力をよろしくお願いいたします。 

辰野町議会議員 瀬戸 純 

平
成
27
年
度
介
護
保
険
制
度
改

定
に
よ
り
、
要
支
援
者
の
通
所
介

護
サ
ー
ビ
ス
と
訪
問
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
介
護
予
防
給
付
事
業
か
ら
外

し
、
町
独
自
の
サ
ー
ビ
ス
、
地
域
支

援
事
業
（
新
し
い
介
護
予
防
・
日
常

生
活
支
援
総
合
事
業
）（
以
下
、「
総

合
事
業
」）
と
し
て
、
平
成
30
年
度

ま
で
に
移
行
す
る
こ
と
が
決
ま
り

ま
し
た
。 

辰
野
町
で
は
、
平
成
28
年
度
よ

り
全
て
の
要
支
援
者
及
び
支
援
が

必
要
と
認
め
ら
れ
た
方
（
非
該
当

者
）
等
に
対
し
て
、
総
合
事
業
の
本

格
実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
今

年
度
よ
り
試
験
的
に
行
っ
て
い
る

事
業
の
実
施
状
況
と
本
格
実
施
に

む ★
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
を 

町
の
責
任
で
実
施
し
て
ほ
し
い 

★ 

要
介
護
者
へ
の
介
護
用
品 

（
お
む
つ
等
）
購
入
補
助
を
要
望 

★ 

子
ど
も
の
医
療
費
窓
口
無
料
化
の
実
現
を 
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平成 27 年度 要支援者及び非該当者等に対する介護予防サービス（訪問型・通所型） 

   ※一般質問答弁及び保健福祉課発行資料より抜粋 
≪訪問型サービス≫ 

基準 現行相当のサービス 緩和したサービス 訪問型サービス C（短期集中予防） 

サービス種別 訪問介護 A サービス 訪問サービス結 リハビリ教室 

サービス目的 
日常生活の支援を行うことにより自

立した生活が送れるようにする。 

一人暮らしや昼間一人になる高齢

者が支援を受けることによって、

住み慣れた地域で自立した生活が

維持できるように支援する。 

生活上の課題を発見し、機能回復訓

練の目的及び目標を明確にして、短

期集中訓練を実施し、自立を促進す

る。 

サービス内容 

介護予防支援計画に基づき、利用者

と一緒に行う掃除、洗濯・料理、入

浴、服薬支援、排泄等の見守り及び

介護等を提供。（週 2 回まで） 

介護予防計画に基づき、ごみ出

し、買い物代行、洗濯物干し、食

事等プランに基づく見守り・声か

け支援の提供。 

生活上の課題を明らかにし、課題解

決のためのリハビリの指導と訓練を

自宅にて実施。（期間３ヶ月） 

サービス実施者 事業所職員 
事業所職員と 

高齢者生活支援サポーター 
事業所専門職員 

≪通所型サービス≫ 

基準 現行相当のサービス 緩和したサービス 通所型サービス C（短期集中予防） 

サービス種別 デイサービスあゆみ ミニデイサービスよつば リハビリ教室 

サービス目的 

運動器、口腔機能、栄養の改善、生

活不活発症の改善、うつ重症化防

止、認知症重症化の防止など、明確

な目的を持ってサービスに参加する

ことにより本人の自立を促進する。 

住み慣れた地域で、支援が必要な

状況になってもサービスを受けな

がら地域の人々と交流し、助け合

いながら介護予防に取り組み、自

立意欲を維持することができる。 

生活上の課題を発見し、機能回復訓

練の目的及び目標を明確にして、短

期集中訓練を事業所にて実施し、自

立を促進する。 

サービス内容 

目標を達成するために介護予防計画

に沿ったサービスを提供。自宅で入

浴できない場合入浴利用可能。 

週 3 回を限度とする。 

介護予防を目的に、運動や手芸、

レクリエーション等実施。 

送迎希望者への送迎実施。 

生活上の課題を明らかにし、課題解

決のためのリハビリの指導と訓練を

実施。（期間３ヶ月） 

サービス実施者 事業所職員 
事業所職員と 

高齢者生活支援サポーター 
事業所専門職員 

12 月議会 本会議   
安全保障関連法の採決強行に抗議し 

法の廃止を求める陳情  

総務産業委員長報告〈不採択〉に対しての 

採択結果  《採択》 

反対 4 人 賛成 9 人 

根橋 俊夫 

瀬戸 純 

岩田 清 

向山 光 

小澤 睦美・篠平 良平・中谷 道文 

堀内 武男・成瀬 恵津子・垣内彰 

山寺はる美・熊谷久司・宇治 徳庚 

 

 

 毎週金曜日 7：40～8：00 

ニシザワ食彩館前と R153神戸坂

入口で交互に安保法廃止！のス

タンディングを行っています。 

一緒にアピールしてみません！ 

ご参加お待ちしています。 

 寒いのでしっかり防寒！でピ

エロのような私です。  

(#^.^#) 

 宣伝カーも運転しています。 

 

9 月議会では法案反対に賛成が 8 人だったのに・・・

「陳情は不採択」の賛成者が多く、今回は、国への意

見書提出には至りませんでした。 

知りたい・聞きたい    

≪ 介護予防・日常生活支援総合事業とは？ ≫ 

お寄せいただいた質問にお答えします♪ 

 

Q：介護予防・日常生活支援総合事業とは何ですか？  

A：平成 27 年度介護保険改定により、全国一律の介護予防給

付、要支援者（要支援 1～2 認定者）の介護予防通所介護（デ

イサービス）と介護予防訪問介護（ホームヘルプサービス）が、

介護予防給付から外され、今まで行われてきた一般介護予防

事業（地区介護予防事業等）と同様に、地域支援事業の枠組み

の中で、現行相当のサービス（介護予防給付でのサービス）を

基本に、多様なサービスを市町村の責任で平成 30 年度まで

に行う事業（介護予防・生活支援サービス事業）と一般介護予

防事業のことです。 

 利用対象者は、要支援者及びチェックリストでサービスが

必要とされた方（非該当者）を含めた方たちです。 

 辰野町では今年度より新規要支援者及び非該当者等を対象

に、サービスを実施しています。平成 28 年度より全ての要

支援者のデイサービス、ホームヘルプサービスについては地

域支援事業へ移行されます。 

 今後、国に対して、要支援サービスは国の責任で今までどお

り介護予防給付事業として行うよう求めながら、現行のサー

ビスを必要とする全ての要支援者が利用できるよう、多様な

サービスの名のもとに、サービス低下や利用者負担増が起き

ないよう、町に対して追及していかなければならないと思い

ます。今後もみなさんの声をお聞かせください。 


